
総合計画の変遷 

計画名 大旭川建設計画 
旭川市域 

まちづくりの方向 

旭川市 
総合開発計画 

旭川市 
総合開発計画 

旭川市 
新総合開発計画 

第６次旭川市 
総合計画 

第７次旭川市 
総合計画 

計画書
副題 

    
・人間都市をめざ
して 

・信頼と連帯によ
る希望都市をめ
ざして 

・希望と活力が大
雪山連峰にこだ
まする躍動都市
を目指して 

・水と緑に輝く北
の拠点・旭川 

・人が輝く北の文
化のかおるまち 

策定 
年次 

昭和３２年２月 昭和４０年５月 昭和４７年１０月 昭和５４年１２月 昭和６２年１月 平成８年１２月 平成１８年１月 

計画 
期間 

昭和３１～４１年度 昭和４０～５０年度 昭和４７～５５年度 昭和５４～６２年度 
昭和６１～平成７年

度 
平成８年～１７年度 

平成１８年～２７年
度 

都市像 
及び 
重点 
目標等 

（指標） 
・居住地として快適
な旭川をつくろう 
・投資地として有効
な旭川をつくろう 
 
（重点目標） 
・産業基盤の整備 
・産業の高度化 
・生活文化の向上
と生活の保障 

（重点目標） 
・さわやかな明る
いまちづくりへ 
・香り高い文化
都市建設へ 
・家庭生活と結
ぶ心暖かな福祉
社会確立へ 
・力強い産業へ
の確立へ 
 
（計画策定の前
提） 

◎広域行政の観
点から１市２町３
村（旭川市，神
楽町，東川町，
東鷹栖村，高鷲
村，東神楽村）
1,205.6k㎡を市
域として設定 

（都市像） 
・人間都市を基調
として 
 
１ 自然と融和す
る都市（自然都
市） 
２ 北方文化の中
心都市（研究学園
都市） 
３ 創意ある産業
にささえられる都
市（知的産業都
市） 

（計画の目標） 
・信頼と連帯によ
る希望都市を目
指して 
 
（計画の内容） 
・市民生活の向上 
・教育文化の高揚 
・明るい社会の創
造 
・都市機能の充実 
・産業の振興 
・行政の近代化 
 
◎基本構想は前
計画を引き継ぎ，
基本計画のみ策
定 

（都市像） 
・希望と活力が大
雪山連峰にこだ
まする躍動都市 
 
（目標） 
・自然と語り，自
然に学び自然と
共に生きるまち 
・一人ひとりが健
やかに生き，安ら
かに暮らせるまち 
・力強い産業が，
豊かな明日を築く
まち 
・個性と魅力あふ
れる北方文化の
育つまち 
・広い視野で考え，
世界の舞台で活
躍するまち 

（計画の目標） 
「水と緑に輝く 北
の拠点・旭川」の
新たな創造に向
け，新しい時代に
ふさわしいまちづ
くりを目指して 
 
（都市像） 
・生きがいと安心
ひろがる「生涯充
実都市」をめざし
て 
・にぎわいと活力
みなぎる「交流拠
点都市」をめざし
て 
・うるおいと魅力
あふれる「環境調
和都市」をめざし
て 

（基本目標） 
・愛着と誇りを持
ち，市民が活躍す
るまち 
・人のやさしさと
やすらぎを実感す
るまち 
・人が行き交い元
気な経済が展開
するまち 
・市民主体の健全
で公正な自治の
運営 
 
◎事業中心型か
ら目標中心型へ 

計画 
人口 

昭和４１年 
３００千人 

昭和５０年 
３８６千人 

（広域圏を含む） 

昭和５５年 
３５６千人 

昭和６２年 
４０８千人 

平成７年 
４０７千人 

平成１７年度 
３８０千人 

平成２７年度 
３５０千人 

資料３ 


